
本庁舎・新図書館の建設めざして

東御市

桜のもとでボールを追う子どもたち（田中小学校）

第33号
2012.5.1市議会だより

特集 議会Q&A/東御さんちの家計簿
第1回定例会予算審議報告………… 2〜3

第1回定例会総括質疑……………… 4〜5

予算特別委員長報告……………………6

提出案件の審議結果……………………7

常任委員会レポート……………… 8〜9

一般質問…………………………10〜15

あすの東御市　話題を追って…16〜17

議会Q&A/東御市の家計簿………18〜19

私の一言……………………………… 20



2012年5月1日　東御市議会だより33号 平成24年5月1日　東御市議会だより33号   23

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業

（
住
宅
・
建
築
物
耐
震
化
促
進
、

道
路
後
退
用
地
整
備
、住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
）4
7
7
4
万

円
。

　

衛
生
費
は
、ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
負
担
金
2
億
2
3
9
6
万

円
、病
院
事
業
会
計
2
億
1
9

6
6
万
円
、予
防
接
種
事
業
費

8
9
2
6
万
円
、検
診
事
業
費

3
4
9
1
万
円
。

　

商
工
費
は
、商
工
業
振
興
助

成
事
業
補
助
金
7
5
3
1
万

円
、重
要
文
化
財
建
造
物
等
公

開
事
業
8
5
5
0
万
円
。

　

教
育
費
は
、不
登
校
対
策
事

業
費
2
6
7
2
万
円
、学
力
向

上
対
策
事
業
費
3
8
2
1
万

円
、
分
館
施
設
整
備
事
業
費

1
2
5
6
万
円
、文
化
会
館
指

定
管
理
費
6
8
0
5
万
円
。

す
。

　

民
生
費
が
41
億
4
8
0
0
万

円
と
前
年
度
を
4
億
3
3
0

0
万
円
上
回
り
、昨
年
に
引
き

続
き
歳
出
の
ト
ッ
プ
と
な
り
ま

し
た
。

　

内
容
と
し
て
は
、国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
繰
出
金
1
億
6

5
2
7
万
円
、後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
負
担
金
2
億
7
7

0
1
万
円
な
ど
で
す
。

　

総
務
費
は
、職
員
退
職
手
当

基
金
積
立
金
2
億
2
0
2
7
万

円
、合
併
振
興
基
金
積
立
金
1

億
5
2
2
5
万
円
。

　

土
木
費
は
、道
路
維
持
管
理

費
8
7
1
6
万
円
、社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
事
業（
大
川
・

田
沢
線
、橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
、

海
野
地
区
整
備
）
3
億
5
3
8

8
万
円
、下
水
道
事
業
会
計
繰

出
金
11
億
7
4
1
9
万
円
、社

　

市
税
は
37
億
5
0
5
2
万
円

で
前
年
比
3.1
％
の
減
で
す
。

　

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
の

影
響
が
大
き
く
、1
億
2
千
万

円
の
減
収
見
込
み
で
す
。

　

財
政
調
整
基
金
2
億
9
3
0

0
万
円
、公
共
施
設
等
整
備
基

金
2
億
34
万
円
の
繰
入
れ
を
し

て
の
予
算
で
す
。

　

本
庁
舎
・
新
図
書
館
の
予
算

で
は
、庁
舎
施
設
整
備
事
業
費
、

10
億
3
4
3
0
万
円
、庁
舎
管

理
事
務
諸
経
費
4
8
9
6
万

円
、新
図
書
館
設
備
整
備
事
業

費
1
億
7
7
0
4
万
円
、図
書

館
事
務
諸
経
費
3
4
1
8
万
円

が
大
き
な
歳
出
と
な
っ
て
い
ま

　
平
成
24
年
度
第
1
回
定
例
会
は
、2
月
22
日
よ
り
3
月
16
日
ま
で
の
24

日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、平
成
24
年
度
予
算
を
は
じ
め
、条
例
の
制
定
・
改
正
や

平
成
23
年
度
補
正
予
算
な
ど
議
案
35
件
が
提
案
さ
れ
、い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
予
算
は
市
長
選
挙
が
あ
る
た
め
骨
格
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

社
会
経
済
状
況
を
踏
ま
え

　
　「
選
択
」と「
集
中
」の
観
点
で

（ 単位：千円）

新庁舎用備品購入 25,000
滋野地区保育園建設事業 362,040
和地区保育園建設事業 24,100
重要文化財建造物等公開活用事業 85,500
御牧乃湯源泉修繕工事 6,100
和337号線道路改良 12,000
牧家西交差点予備設計委託 3,000
海野宿西側排水路整備工事 8,085
西海野北側排水路整備工事 31,080
住宅リフォーム補助金 20,000
市MCA防災行政無線購入 20,781
コミュニティFM野外アンテナ設置委託
湯の丸高原送信所建設委託 8,592

新図書館設備整備事業 177,040
庁舎等移転委託 4,000
市公式ホームページリニューアル事業委託 13,076
太陽熱高度利用システム導入補助金 900
児童福祉医療費中学３年生へ拡充 31,720
最終処理場修繕 6,430
地域農業マスタープラン作成事業補助金 890
東日本大震災農業生産対策交付金 8,200
湯楽里館施設修繕 7,200
小・中学校介助員、特別支援教育支援員賃金等 21,006
図書購入（新図書館用） 15,500

平成24年度　一般会計予算

145億5,000 万円（当初予算）

建設中の新庁舎・図書館

平成24年度　主な拡充項目

平成24年度　一般会計予算内訳

歳入
145億
5,000万円

歳出
145億
5,000万円

民生費
41億4,866万円
28.5%

市税
37億5,052万円
25.8%

総務費
28億647万円
19.3%

土木費
19億6,315万円
13.5%

公債費
13億9,387万円
9.6%

教育費
12億4,508万円
8.6%

衛生費
11億1,585万円
7.7%

商工費
7億4,567万円
5.1%

農林水産業費
4億6,936万円
3.2%

消防費
4億6,523万円
3.2%

議会費
1億5,256万円
1.0%

予備費
4,000万円
0.3%

災害復旧費
410万円
0.0%

繰入金
7億5,045万円
5.2%

分担金及び
交付金
2億7,030万円
1.9%

繰越金
5,008万円
0.3%

その他
7億3,642万円
5.0%

地方交付税
42億1,000万円
28.9%

市債
23億6,360万円
16.3%

国庫支出金
11億2,338万円
7.7%

県支出金
7億4,375万円
5.1%

その他
5億5,150万円
3.8%

自主財
源
　  

・2％

38

依

存
財
源 

　
・8

％

61

どう
活かす

歳

入

平成24年度スタート 第1回
定例会

歳

出

本
庁
舎・新
図
書
館
の
建
設
め
ざ
し
て

（さらに詳しい説明は18〜19ページをご覧下さい）
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副
市
長　

23
年
度
に
つ
い
て
は

3
月
末
で
決
算
だ
が
、ラ
ジ
オ

の
配
布
委
託
等
が
あ
り
、黒
字

決
算
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
努
力
を
し
て
い
る

が
、24
年
度
に
つ
い
て
は
若
干

厳
し
く
、引
き
続
き
努
力
し
、広

告
収
入
を
得
て
、経
営
の
安
定

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
環
境
保
全
型
の
農
業
直

接
支
援
対
策
交
付
金
に
つ
い

て
、取
り
組
み
が
難
し
い
と
思

う
が
、現
在
の
農
家
数
と
支
援

内
容
は
。

農
林
課
長　

農
家
戸
数
は
11

戸
、内
容
は
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

を
認
定
し
て
い
る
農
家
、販
売

農
家
が
対
象
で
10
ア
ー
ル
あ
た

り
8
0
0
0
円
の
交
付
金
が
あ

る
。

問
　
市
道
の
緊
急
修
繕
及
び

小
規
模
舗
装
修
繕
委
託
料
の
修

繕
に
つ
い
て
計
画
的
に
考
え
て

い
る
の
か
。

建
設
課
長　

毎
年
6
月
に
区
長

を
中
心
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
て

お
り
、集
落
内
の
道
路
に
つ
い

て
は
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら

修
繕
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

集
落
間
の
道
路
は
職
員
が
現
地

を
確
認
し
修
繕
を
実
施
し
て
い

歳
児
に
も
来
て
い
た
だ
き
昼
寝

を
し
て
い
た
だ
く
方
法
を
考
え

て
い
る
。

問
　
祢
津
保
育
園
の
園
庭
の

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
は
固
定
式
な

の
か
移
動
式
な
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

こ
の
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
は
固
定
式
で
水
圧
に

よ
り
上
に
出
る
形
の
固
定
式
を

予
定
し
て
い
る
。

市
民
が
気
軽
に
利
用
で
き

る
図
書
館
目
指
し
て

問
　
図
書
館
設
備
整
備
事
業

の
委
託
料
1
億
1
6
5
0
万
の

詳
細
は
。

生
涯
学
習
部
長　

一
番
の
メ
イ

ン
は
書
架
、例
え
ば
一
般
書
架

に
つ
い
て
は
4
連
式
6
段
、7

連
式
6
段
の
ス
チ
ー
ル
書
架
が

18
本
等
入
り
、図
書
館
の
大
き

な
空
間
を
占
め
、50
年
間
こ
れ

か
ら
使
う
こ
と
に
な
る
。そ
し

て
大
き
な
メ
ー
カ
ー
一
括
す
る

こ
と
に
は
関
連
性
を
考
え
る
と

一
体
化
が
の
ぞ
ま
し
い
と
考
え

て
い
る
。

F
M
と
う
み
の
今
後
に
つ
い
て

問
　
最
近
の
F
M
と
う
み
の

経
営
状
況
は
ど
う
か
。

の
部
屋（
祢
津
、北
御
牧
保
育

園
）に
も
設
置
し
て
い
く
。

問
　
3
歳
児
以
上
の
部
屋
に

も
エ
ア
コ
ン
設
置
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

今
後
状
況
を

み
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
が
、

ど
う
し
て
も
暑
く
て
だ
め
な
場

合
は
3
歳
児
の
部
屋
に
4
、5

保
育
園
の
エ
ア
コ
ン
設
置

に
つ
い
て

問
　
保
育
園
エ
ア
コ
ン
設
置

工
事
の
詳
細
は
。

健
康
福
祉
部
長　

保
育
園
の
未

満
児
に
つ
い
て
は
エ
ア
コ
ン
を

設
置
す
る
と
い
う
こ
と
で
や
っ

て
き
て
い
る
が
、今
後
3
歳
児

子
ど
も
た
ち
に
快
適
な
保
育
園
を

　
　
　
平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算

子
育
て
し
や
す
い
東
御
市
め
ざ
し
て

　
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

る
。

問
　
庁
用
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の

購
入
は
増
車
か
買
い
か
え
か
。

福
祉
課
長　

購
入
し
て
か
ら
15

年
た
っ
て
い
る
の
で
買
い
か
え

で
あ
る
。

問
　
車
を
買
い
か
え
る
時
の

規
定
は
あ
る
の
か
。

福
祉
課
長　

使
用
年
数
よ
り
は

走
行
距
離
を
重
視
し
、買
い
か

え
を
行
う
。

問
　
放
射
能
測
定
調
査
委
託

料
の
3
万
円
は
今
ま
で
な
い
予

算
だ
が
、こ
れ
は
福
島
第
一
原

発
の
事
故
に
よ
る
調
査
で
あ
ら

た
に
盛
り
込
ま
れ
た
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

県
か
ら
焼
却

場
の
適
正
対
応
と
い
う
こ
と

で
、設
置
者
に
お
い
て
放
射
能

測
定
を
努
力
義
務
と
す
る
よ
う

に
通
知
が
き
て
い
る
。そ
れ
に

基
づ
き
、昨
年
の
12
月
に
1
回

測
定
し
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

公
表
、0
・
０
４
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
と
い
う
測
定
結
果
で
、

来
年
度
に
お
い
て
も
そ
の
経
過

を
調
べ
る
と
い
う
こ
と
で
1
回

程
度
測
定
し
て
い
き
た
い
。

問
　
最
近
の
不
法
投
棄
の
パ

ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
、最
近
の

不
法
投
棄
の
状
況
は
ど
う
か
。

市
民
課
長　

予
算
化
し
た
の
は

週
1
回
3
時
間
程
度
、不
法
投

棄
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い

る
。最
近
は
引
越
の
時
期
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、個
人
と
し
て

子
ど
も
手
当
の
申
告
漏
れ

に
対
す
る
対
応

問
　
子
ど
も
手
当
の
申
告
漏

れ
に
関
し
て
、市
で
は
ど
の
よ

う
に
処
理
さ
れ
た
の
か
。

福
祉
課
長　

最
初
は
郵
送
で
、

そ
の
後
は
電
話
で
申
請
の
お
願

い
を
し
て
き
た
。今
日
時
点
で

18
件
に
減
っ
て
い
る
。今
後
は

自
宅
を
訪
問
し
て
お
願
い
に
回

る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

問
　
母
子
衛
生
費
、妊
婦
検
診

事
業
費
が
5
5
0
万
円
ほ
ど
の

減
額
に
な
っ
て
い
る
が
な
ぜ

か
。

健
康
福
祉
部
長　

当
初
見
込
み

よ
り
出
生
数
が
少
な
か
っ
た
の

で
減
額
に
な
っ
た
。

問
　
農
業
関
係
で
く
る
み
や

ぶ
ど
う
の
苗
木
に
関
す
る
予
算

が
減
額
補
正
さ
れ
て
い
る
が
な

ぜ
か
。

農
林
課
長　

農
業
振
興
費
の
中

の
く
る
み
の
苗
木
関
係
で
は
苗

木
そ
の
も
の
の
絶
対
量
の
不

足
と
、予
定
よ
り
注
文
が
少
な

か
っ
た
の
で
今
回
減
額
補
正
し

た
。ぶ
ど
う
の
苗
木
に
関
し
て

も
同
様
で
今
年
に
関
し
て
は
少

な
か
っ
た
。

病
院
会
計
の
繰
り
出
し
金

の
補
正

問
　
病
院
事
業
会
計
へ
の

繰
り
出
し
金
が
1
億
7
千
万

円
、ト
ー
タ
ル
で
4
億
1
6
8

6
万
8
千
円
と
あ
る
が
、そ
の

内
訳
は
。

病
院
事
務
長　

い
わ
ゆ
る
繰

り
出
し
基
準
に
基
づ
く
も
の

で
あ
る
。国
か
ら
の
交
付
税
で

1
億
9
0
9
0
万
円
、残
り
が

上
小
地
域
医
療
再
生
の
補
助
金

が
7
0
4
0
万
2
千
円
、深
夜

初
期
救
急
経
費
が
35
万
円
の
補

助
、そ
し
て
5
5
2
1
万
6
千

円
が
減
価
償
却
分
、
残
り
の

1
億
円
が
今
年
度
は
7
千
万

円
の
繰
り
入
れ
予
定
で
は

あ
っ
た
が
、
3
7
0
0
万
円

程
度
の
赤
字
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
そ
こ
に
3
千
万
円

を
プ
ラ
ス
し
て
、
22
年
度
と

同
じ
1
億
円
を
い
れ
、
総
額

4
億
1
6
8
6
万
8
千
円
と
な

る
。

問
　
土
地
開
発
公
社
の
先
行

取
得
買
い
戻
し
に
、上
川
原
工

業
団
地
の
土
地
と
あ
る
が
、面

積
と
単
価
は
い
く
ら
か
。

産
業
建
設
部
長　

上
川
原
工
業

団
地
の
7
番
区
画
で
あ
り
、面

積
が
5
2
7
0
・
４
４
㎡
、
約

1
5
9
4
坪
で
あ
る
。単
価
は

坪
7
万
7
千
円
で
あ
る
。

大
規
模
な
不
法
投
棄
も
あ
る
。

あ
と
自
治
推
進
委
員
の
方
と
協

力
し
て
、啓
発
看
板
を
設
置
し

た
り
し
な
が
ら
連
携
を
と
っ
て

未
然
に
ふ
せ
い
で
い
き
た
い
。

第 1 回
定例会

平成 24 年度一般会 計予算は全会一致で可決
　　　　 私たちが慎重 に審査しました。

（ 単位：万円、1万円未満四捨五入）

庁舎施設整備事業費 10億3,430
コミュニティFM放送委託料 1,512
地球温暖化対策推進費 960
滋野地区保育園建設事業費 3億6,204
和地区保育園建設事業費 2,410
放課後児童クラブ事業費 2,646
児童福祉医療費 3,172
ごみ分別収集費 1億970
予防接種事業費 8,926
検診事業費 3,491
妊婦健診事業費 3,178
松くい虫防除対策事業費 1,032
有害鳥獣対策費 1,129
重要文化財建造物等公開活用事業 8,550
道路維持管理費 8,716
市単独道路改良工事費 3,850
小規模土木工事費 5,000
海野地区整備事業 3億1,559
住宅リフォーム助成補助金 2,000
防災行政無線整備事業費 2,078
不登校対策事業費 2,672
学力向上対策事業費 3,821
新図書館設備整備事業費 1億7,704
分館施設整備事業費 1,256

平成24年度一般会計予算の主な内容

24年度予算の採択

　
平
成
24
年
度
第
1
回
定
例
会
は
、一
般
会
計
補
正

予
算
及
び
新
年
度
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。予
算

特
別
委
員
会
で
は
多
く
の
審
議
が
さ
れ
、可
決
さ
れ

ま
し
た
。
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F
M
と
う
み
湯
の
丸
送
信
所
の

建
設
。児
童
福
祉
医
療
費
の
中

学
3
年
生
へ
の
拡
充
。ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
改
修
。た
め
池

耐
震
性
調
査
の
実
施
や
要
望
の

高
い
排
水
路
整
備
事
業
。児
童
・

生
徒
の
教
育
環
境
の
改
善
な
ど

は
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
事

業
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
す
。

税
収
減
の
中
、最
小
の

　
経
費
で
最
大
の
効
果
を

　

自
主
財
源
で
あ
る
市
税
は

37
億
5
千
万
円
が
見
込
ま
れ
、

歳
入
に
占
め
る
比
率
は
25
・

8
%
と
低
い
水
準
に
な
っ
て
い

ま
す
。　

　

今
後
、中
央
公
民
館
や
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
改
築
。和

や
田
中
保
育
園
な
ど
の
大
型
事

業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
中
で
、

自
主
財
源
で
あ
る
税
収
の
確
保

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

予
算
執
行
に
当
た
っ
て
は
、

「
行
政
と
市
民
」が
共
に「
知
恵

と
工
夫
」を
出
し
合
い
、最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
が
上
が
る

市
政
運
営
が
さ
れ
る
よ
う
要
望

を
申
し
上
げ
、賛
成
の
討
論
と

い
た
し
ま
す
。

気
な
ま
ち
づ
く
り
。市

民
と
の
協
働
に
よ
る

元
気
な
ま
ち
づ
く
り

を
重
点
施
策
に
掲
げ
、

「
選
択
と
集
中
」
の
観

点
か
ら
予
算
編
成
し

た
旨
、市
長
か
ら
提
案

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

4
月
の
市
長
選
挙
を

控
え
、「
骨
格
予
算
」と

し
て
1
4
5
億
5
千
万

円
の
当
初
予
算
は
合

併
以
来
の
大
型
予
算

で
あ
り
、そ
の
要
因
と
し
て
、2

年
目
を
迎
え
た
市
庁
舎
や
新
図

書
館
の
改
築
を
含
む
施
設
整
備

事
業
費
10
億
3
千
万
円
。老
人

福
祉
や
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
、

滋
野
地
区
保
育
園
の
建
設
な
ど

民
生
費
に
41
億
5
千
万
円
が
計

上
さ
れ
、歳
出
総
額
の
28
・
5
％

を
占
め
、今
後
も
増
加
傾
向
が

続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

省
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

　
　
安
全
・
安
心
に
配
慮

　

新
年
度
予
算
の
特
徴
と
し
て

は
、省
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
と

し
て
市
庁
舎
へ
の
L
E
D
の
採

用
や
一
般
家
庭
へ
の
太
陽
熱

高
度
利
用
シ
ス
テ
ム
の
導
入
。

　

日
本
経
済
を
取
り
巻
く
環
境

は
過
度
な
円
高
や
大
震
災
に
よ

る
壊
滅
的
な
被
害
と
除
染
処

理
。原
油
価
格
の
高
騰
や
赤
字

国
債
の
発
行
に
よ
る
危
機
的
な

財
政
状
況
が
続
く
中
、明
る
い

兆
し
が
見
え
て
参
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、震
災
復
興
に
よ
る
復

興
増
税
や
社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
に
伴
う
消
費
税
率

の
U
P
が
議
論
さ
れ
、国
民
の

税
負
担
は
重
く
な
っ
て
参
り
ま

す
。

「
選
択
と
集
中
」の

　
　
観
点
か
ら
予
算
編
成

　

新
年
度
予
算
は
3
・
5
万
人

か
ら
4
万
人
が
暮
ら
す
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
。安
全
・
安
心
、元

櫻井　寿彦議員

東御市一般会計予算の
賛成討論

「知恵と工夫」の
　　　市政運営を

■予算特別委員会審査報告　
　本委員会は、3月7日に付託された平成24年度東御市一般会計予

算案について、各常任委員会の予備審査結果に基づき、3月13日に審

査した結果、全会一致により原案を可決すべきものと決定しました。

　昨年9月議会での平成22年度一般会計に係る決算特別委員会の付帯意見や市長施政

方針における市重点施策が平成24年度の一般会計予算にどのように反映されているか

についても審査しました。

　なお、原案を可決するにあたり次の意見を付することにしました。

骨格予算にも拘らず、舞台が丘整備事業により
合併以来の積極型の予算である。

　自主財源である市税の収入に占める割合は
25.8%と低下が続く中、税収の確保は喫緊の課題で
もある。
　また、庁舎や新図書館の改築により施設管理費
は、大幅な伸びが見込まれており、経常経費の削減
に向け更なる努力をされたい。

児童・生徒を取り巻く環境は、情報媒体の進展に
ともない年々多様化する状況にある。

　ネットリテラシーや不登校、学力向上等の対策
は、家庭・学校・地域との連携をより密にし、改善が
図られる様努力されたい。

食育は、健全な心身と豊かな人間性を育むた
めの基本である。食育を推進することは、子

育て、健康づくり、疾病や介護予防など、教育・福
祉・健康増進を進めている市の施策に密接に関連
する課題であり、医療費や介護保険料の縮減に通
じるものである。
　庁内においては、各部門において食育を推進し
ているが、それぞれの所管の中にとどまらず、庁
内連携を一層強化し施策の実現を図られたい。

重要文化財建造物等公開活用事業は、改修後
の利活用について今後十分かつ慎重に検討

し、観光客増及び地域の活性化につながるよう努
力されたい。

平成24年度一般会計予算定例会の提出案件の審議結果
採決結果：◎全会一致で可決、同意、承認　○賛成多数で可決　×否決

議案番号 案　　件 採決結果 常任委員会審査結果
総務文教 社会福祉 産業建設

議案第1号 平成24年度東御市一般会計予算 ◎ ― ― ―
議案第2号 平成24年度東御市国民健康保険特別会計予算 ◎ ◎
議案第3号 平成24年度東御市介護保険特別会計予算 ◎ ◎

議案第4号 平成24年度東御市地域改善地区住宅改修資金等貸付事業特別会
計予算 ◎ ◎

議案第5号 平成24年度東御市工業地域開発事業特別会計予算 ◎ ◎
議案第6号 平成24年度東御市後期高齢者医療特別会計予算 ◎ ◎
議案第7号 平成24年度東御市水道事業会計予算 ◎ ◎
議案第8号 平成24年度東御市下水道事業会計予算 ◎ ◎
議案第9号 平成24年度東御市病院事業会計予算 ◎ ◎
議案第10号 平成23年度東御市一般会計補正予算（第6号） ◎ ― ― ―
議案第11号 平成23年度東御市国民健康保険特別会計補正予算（第4号） ◎ ― ― ―
議案第12号 平成23年度東御市介護保険特別会計補正予算（第3号） ◎ ― ― ―
議案第13号 平成23年度東御市工業地域開発事業特別会計補正予算（第1号） ◎ ― ― ―
議案第14号 平成23年度東御市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） ◎ ― ― ―
議案第15号 平成23年度東御市下水道事業会計補正予算（第2号） ◎ ― ― ―
議案第16号 平成23年度東御市病院事業会計補正予算（第2号） ◎ ― ― ―

議案第17号 公有地の拡大の推進に関する法律施行令第3条第3項ただし書の
規定による規模を定める条例 ◎ ◎

議案第18号 東御市税条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第19号 東御市墓地等の経営の許可等に関する条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第20号 東御市保育所条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第21号 東御市福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第22号 東御市介護保険条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第23号 東御市障害者支援施設条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第24号 東御市営住宅管理条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第25号 東御市立図書館条例の一部を改正する条例 ◎ ◎

議案第26号 東御市公共下水道事業区域外流入分担金の徴収に関する条例の
一部を改正する条例 ◎ ◎

議案第27号 東御市病院等料金条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第28号 市道路線の認定について ◎ ◎
議案第29号 市道路線の廃止について ◎ ◎
議案第30号 人権擁護委員候補者の推薦について ◎ ― ― ―
議案第31号 人権擁護委員候補者の推薦について ◎ ― ― ―
議案第32号 平成23年度東御市病院事業会計補正予算（第3号） ◎ ― ― ―
議案第33号 東御市立図書館備品の取得について ◎ ― ― ―
議案第34号 財産の取得について ◎ ― ― ―
議案第35号 財産の取得について ◎ ― ― ―

陳情第54号 基礎自治体への円滑な権限移譲に向けた支援策の充実を求める
陳情書 ◎ ◎

陳情第55号 父子家庭支援策の拡充を求める陳情書 ◎ ◎
陳情第56号 こころの健康を守り推進する基本法の制定を求める陳情書 ◎ ◎
陳情第57号 義務教育にかかわる予算の組み替えを求める陳情書 × ×

陳情第58号 直轄事業の継続と適正な維持管理、地元建設業への支援を求める
陳情書 継続審査

常任委員会審査結果の「―」印は、委員会に付託されなかった案件です。

第
1
回

■付帯意見
予算特別委員長
  依田政雄議員

全会一致で
可決

１ ３

４
２
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本
委
員
会
は
付
託
さ
れ
た
議
案
1

件
、条
例
案
3
件
、陳
情
2
件
に
つ
い
て

審
査
し
、最
終
日
に
現
地
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算
予
備
審

査
に
つ
い
て
付
帯
意
見
の
内
容
は
、次
の

通
り
で
す
。

・
自
主
財
源
で
あ
る
市
税
の
歳
入
に
含

め
る
割
合
25
・
8
%
と
低
下
が
続
く

中
、税
収
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
。ま

　

本
委
員
会
は
平
成
24
年
度
一
般
会
計

予
算
の
予
備
審
査
と
特
別
会
計
4
件
・
事

業
会
計
1
件
・
条
例
6
件
・
陳
情
2
件
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。予
算
の
審
査
内
容

は
、次
の
通
り
で
す
。

問
　
資
源
物
売
払
収
入
金
5
1
5
万
6
千

円
の
内
容
は
何
か
。

答　

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
出
さ
れ
た
物

品
の
売
払
い
収
入
で
あ
る
。

問
　
各
区
内
防
犯
灯
設
置
の
L
E
D
化

た
、庁
舎
や
新
図
書
館
の
改
築
に
よ
り

施
設
管
理
費
の
経
常
経
費
の
削
減
に

努
力
さ
れ
た
い
。

・
児
童
、生
徒
を
取
り
巻
く
環
境
は
情
報

媒
体
の
進
展
に
と
も
な
い
多
様
化
し

て
い
る
。不
登
校
や
、ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ

シ
ー
、学
力
向
上
等
の
対
策
は
家
庭
、

学
校
、地
域
と
の
連
携
を
密
に
し
改
善

を
図
ら
れ
る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

　
　

条
例
3
件
は
可
決
す
べ
き
も
の
と

は
進
ん
で
い
る
の
か
。

答　

32
区
で
1
0
8
基
の
要
望
が
あ
り
、

1
基
の
み
蛍
光
灯
だ
。

問
　
生
活
保
護
の
実
態
は
ど
う
か
。

答　

若
い
人
が
働
き
口
が
な
く
、生
活
保

護
を
受
け
る
人
が
お
り
、13
世
帯
増
加
し

て
い
る
。

問
　
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
が
増
え

て
い
る
が
ど
う
し
て
か
。

答　

日
常
生
活
支
援
が
在
宅
で
増
え
、発
達

決
定
。

　

陳
情
1
件
は
採
択
す
べ
き
も
の
と
決

定
、「
義
務
教
育
に
か
か
わ
る
予
算
の
組

障
が
い
分
を
充
実
し
て
い
く
た
め
で
あ
る
。

問
　
検
診
事
業
の
取
り
組
み
を
強
め
る

必
要
が
あ
る
が
。

答　

臨
時
の
保
健
師
を
雇
用
し
、市
民
病

院
の
検
診
結
果
を
指
導
す
る
体
制
を
整

え
る
。

問
　
食
育
事
業
が
人
件
費
の
み
で
事
業

が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
は
。

答　

市
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
力
や
、食

堂
に
カ
ロ
リ
ー
表
示
を
す
る
等
検
討
し

て
い
る
。

問
　
火
の
ア
ー
ト
運
営
費
補
助
金
20
万

円
増
は
何
か
。

答　

20
周
年
記
念
で
宮
入
刀
匠
の
実
演

み
替
え
を
求
め
る
陳
情
書
」は
不
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
定
。審
査
経
過
で
は
、す

べ
て
の
教
職
員
と
基
礎
定
数
に
組
み
替

え
る
こ
と
は
理
想
で
あ
る
が
財
政
負
担

を
伴
う
こ
と
か
ら
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。3
・
11
の
復
旧
、復
興
が
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
と
の
意
見
で
し
た
。

　

現
地
調
査
は
次
の
事
項
を
行
い
ま
し

た
。

・
庁
舎
増
改
築
工
事
の
進
捗
状
況
と
現

地
確
認
。

・
災
害
時
備
蓄
状
況
の
確
認
。

・
広
域
消
防
の
一
本
化
の
防
災
体
制
等

の
状
況
。

を
計
画
し
て
い
る
。

問
　
成
年
後
見
制
度
の
利
用
は
、

答　

相
談
が
増
え
て
い
る
。上
小
支
援
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
て
取
り
組
み
た
い
。

庁舎増改築工事の現地調査

田中児童クラブの活動について意見交換

	3日	 川西保健衛生施設組合議会
	8日	 みまき福祉会理事会
	9日	 東信5市議会正副議長懇談会
10日	 佐久水道企業団議会
13日	 長野県後期高齢者医療広域連合議会
14日	 議会運営委員会・議員研修会
15日	 上田広域連合議会定例会
17日	 上田広域連合議会定例会
20日	 全国高速自動車道市議会協議会総会
		  北佐久老人福祉施設組合議会
22日	 平成24年第1回定例会開会
		  東御市土地開発公社理事会
27日	 議会全員協議会
		  常任委員会行政視察報告会
		  議会広報調査特別委員会

	3日	 東御清翔高校卒業式
		  小諸看護専門学校卒業式
	4日	 湯の丸スキー大会
5~6日	 平成24年第1回定例会一般質問
	7日	 平成24年第1回定例会総括質疑
		  議会改革推進委員会
8~9日	 平成24年第1回定例会常任委員会
12日	 平成24年第1回定例会常任委員会
13日	 平成24年第1回定例会予算特別委員会
15日	 市内中学校卒業式
		  平成24年第1回定例会正副委員長会議
16日	 市内小学校卒業式
		  平成24年第1回定例会閉会
19日	 社会福祉協議会理事会
23日	 東御清翔高校現地視察
		  会派視察報告会
26日	 上田市東御市真田共有財産組合議会
		  市内保育園卒園式
		  東御市振興公社評議員会
		  上田広域連合議会代表者会
27日	 みまき福祉会理事会・評議員会
28日	 小諸市外二市御牧ケ原水道組合議会

	3日	 市内保育園入園式
	5日	 市内小中学校入学式
	6日	 議会広報調査特別委員会
	7日	 部落解放同盟東御市協議会定期大会
	8日	 聴覚障害者協会定期総会
26~27日　北信越市議会議長会定期総会

議 会 の う ご き
東 御 市

2月

3月

4月

常 任 委  員 会 レ ポ ー ト
市
民
病
院
で
検
診
結
果
の

指
導
体
制
を
整
え
る

社会
福祉

一
般
会
計
予
算
予
備
審
査
に付

帯
意
見
を
付
け
る

総務
文教

　

産
業
委
員
会
で
は
、予
算
3
件
、条
例

4
件
、陳
情
1
件
に
つ
い
て
審
査
し
、現

地
調
査
を
3
ケ
所
行
い
ま
し
た
。

問
　
農
業
者
年
金
の
加
入
状
況
は
、

答　

受
給
者
3
2
4
人
、加
入
者
は
34

名
、平
成
23
年
度
で
2
人
新
規
加
入
し
、

農
業
委
員
が
新
規
就
農
者
に
加
入
を
進

め
て
い
る
。

問
　
サ
ン
フ
ァ
ー
ム
の
く
る
み
せ
ん
定

費
2
0
0
万
円
は
、高
額
で
は
な
い
か
。

答　

県
よ
り
払
下
げ
以
降
手
を
入
れ
て

い
な
い
の
で
、特
殊
な
作
業
と
な
り
、高

め
の
見
積
も
り
を
し
て
い
る
。

問
　
く
る
み
苗
木
補
助
に
つ
い
て
、配
布

予
定
数
は
。

答　

4
0
0
本
〜
5
0
0
本
を
予
定
し

て
い
る
。

問
　
湯
の
丸
牧
場
の
平
成
24
年
度
の
放

牧
の
状
況
見
込
は
。

答　

6
月
末
〜
10
月
上
旬
で
20
頭
程
を

予
定
し
て
い
る
。ツ
ツ
ジ
管
理
に
牛
の
効

果
は
大
き
い
。

問
　
海
野
宿
基
金
残
金
は
。

答　

1
4
0
0
万
円
程
度
で
あ
る
。

問
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
で
、一
部

の
業
者
だ
け
で
請
け
負
う
こ
と
が
な
い

よ
う
に
。

答　

昨
年
は
、先
着
順
で
あ
っ
た
が
本
年

度
は
、抽
せ
ん
な
ど
を
考
え
て
い
き
た

い
。

問
　
浄
化
槽
の
設
置
地
域
の
状
況
は
。

答　

エ
リ
ア
は
公
共
下
水
道
、農
業
集
落

排
水
等
の
区
域
外
と
な
り
、7
割
が
合
併

処
理
浄
化
槽
で
す
。水
洗
化
率
は
90
％
を

超
え
て
い
る
。

西海野歩道・街灯整備事業の現地調査

今
年
も
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
や
り
ま
す

産業
建設
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一 般 質 問

市政を問う議員
11人

一般質問は、とうみケーブルテレビ、上田ケーブルビジョン及びエフエムとうみで中継しています。

一 般 質 問 項 目

問
　
中
学
校
に
お
い
て
武
道

の
必
修
化
が
始
ま
る
が
、何
を

選
択
し
、そ
の
目
的
と
環
境
整

備
は
ど
の
よ
う
に
し
た
か
。

教
育
部
長　

市
内
2
中
学
校
と

も
剣
道
を
選
択
す
る
。国
際
人

と
し
て
の
人
材
育
成
、伝
統
・
文

化
の
継
承
を
目
的
と
し
、指
導

体
制
が
整
い
危
険
が
少
な
い
為

で
あ
る
。

う
え
で
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

問
　
財
政
的
な
こ
と
に
つ
い

て
市
民
が
感
じ
て
い
る
不
安
に

対
し
細
か
く
説
明
で
き
な
い
か
。

市
長　

市
の
財
政
状
況
は
、健

全
財
政
が
担
保
さ
れ
て
い
る
。

子
ど
も
に
関
す
る
課
の

一
元
化
を
検
討
で
き
な
い
か

問
　
今
回
の
計
画
で
教
育
委

問
　
舞
台
が
丘
公
共
施
設
整

備
事
業
の
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
で
出
さ
れ
た
意
見

等
を
ど
の
よ
う
に
検
討
し
、計

画
に
反
映
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。

総
務
部
長　

第
2
期
計
画
に
対

す
る
意
見
の
整
理
を
し
、効
率

的
か
つ
効
果
的
に
解
決
で
き
る

最
善
の
策
は
何
か
を
十
分
検
討

し
、必
要
な
見
直
し
を
行
っ
た

問
　
改
築
後
の
御
牧
乃
湯
は
、

苦
情
等
を
利
用
者
か
ら
多
く
聞

く
が
、市
民
の
期
待
に
十
分
沿

え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、御
牧
乃
湯
と
福
祉
風
呂

の
利
用
率
は
ど
の
位
か
。

産
業
建
設
部
長　

入
浴
を
主
目

的
と
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
施
設

に
し
た
が
、要
望
等
は
可
能
な

範
囲
で
対
応
し
て
い
く
。御
牧

高
齢
者
の
聴
覚
検
診
に
つ

い
て

問
　
難
聴
は
閉
じ
込
も
り
、う

つ
、認
知
症
の
原
因
に
な
る
事

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。聴

覚
検
診
の
充
実
を
図
っ
て
は
。

健
康
福
祉
部
長　

難
聴
者
の
実

情
を
把
握
し
、認
知
症
予
防
の

計
画
と
推
進
を
図
る
。ま
た
特

乃
湯
の
利
用
者
は
1
日
平
均

4
1
6
人
、福
祉
風
呂
利
用
者

は
12
月
が
16
件
45
人
、1
月
が

15
件
38
人（
土
・
日
曜
日
集
中
）

問
　
御
牧
乃
湯
の
改
築
に
あ

た
り
基
本
設
計
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

に
お
い
て
、温
泉
関
係
の
有
識

者
は
入
っ
て
い
た
か
。ま
た
、今

後
利
用
者
が
減
少
し
な
い
よ
う

ど
ん
な
施
策
を
考
え
て
い
る
か
。

定
健
診
の
中
に
含
め
る
事
は
、

医
療
機
関
と
協
議
し
、検
討
す

る
。

傾
斜
地
の
安
全
性
に
つ
い
て

問
　
傾
斜
地
の
安
全
性
を
高

め
る
、フ
ォ
レ
ス
ト
ベ
ン
チ
工

法
に
対
す
る
考
え
方
は
。

産
業
建
設
部
長　

景
観
的
に
も

費
用
的
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
、い
く
つ
か
の
副
次
的
効
果

も
考
え
ら
れ
る
の
で
、今
後
県

の
方
へ
も
提
案
し
て
い
く
。

青
年
就
農
給
付
金
に
つ
い
て

問
　
農
業
の
後
継
者
不
足
を

解
消
す
る
為
、〝
青
年
就
農
給
付

金
〟
制
度
が
あ
る
が
市
と
し
て

の
取
組
は
。

産
業
建
設
部
長　

情
報
提
供
を

し
っ
か
り
行
い
、関
係
機
関
と

連
携
し
、大
い
に
活
用
し
て
い

き
た
い
。

産
業
建
設
部
長　

温
泉
関
係
の

有
識
者
は
入
っ
て
い
な
か
っ

た
。今
後
近
隣
施
設
と
の
連
携
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
等
を
行
い
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
つ
と
め
る
。

災
害
に
強
い
水
道
施
設
整

備
と
老
巧
化
し
た
施
設
の

更
新
に
つ
い
て

問
　
震
災
に
対
応
で
き
る
基

幹
管
路
の
耐
震
化
が
今
後
必
要

だ
が
、耐
震
管
の
布
設
率
及
び

老
巧
化
施
設
の
更
新
計
画
は
。

上
下
水
道
局
長　

布
設
率
は
約

10
％
、老
巧
化
施
設
は
、緊
急

性
、重
要
性
の
高
い
施
設
を
優

先
し
更
新
・
改
修
を
実
施
す
る
。

問
　
上
下
水
道
局
の
職
員
は
、

専
門
的
知
識
が
必
要
だ
が
。

上
下
水
道
局
長　

技
術
研
修
へ

の
参
加
、マ
ニ
ュ
ア
ル
の
充
実

整
備
、ま
た
、民
間
委
託
に
よ
る

専
門
知
識
の
活
用
等
検
討
す
る
。

改築された御牧乃湯

ジュニア体験学校で木のトンボづくり傾斜地対策で整備された赤岩地区

三縄　雅枝議員

問答

武
道
の
必
修
化
が
始
ま
る
が

何
を
選
択
し
た
か

剣
道
を
選
択
し
、授
業
に
取
り
込
む

阿部　貴代枝議員

問答

舞
台
が
丘
施
設
整
備
説
明
会
で

出
さ
れ
た
意
見
を
ど
う
す
る
か

意
見
の
整
理
を
し
、最
善
の
策
は

何
か
を
検
討
す
る

青木　周次議員

問答

御
牧
乃
湯
の
市
民
の
評
価
と

利
用
状
況
に
つ
い
て

要
望
は
可
能
な
範
囲
で対

応
し
て
い
く

阿部貴代枝…………………………………………………
●災害に強い防災拠点を中央に集中させる「舞台が丘公
共施設整備」をどう進めるか

●「おらほの子育て」を地域でどう進めるか
青木周次……………………………………………………
●御牧乃湯の市民の評価と利用状況について
●災害に強い水道施設整備と老朽化した施設の更新につ
いて

●東御市上下水道料金取扱業務委託について
三縄雅枝……………………………………………………
●市民の安心・安全のために
●青年就農給付金事業について
小山義明……………………………………………………
●小中学校の安全・安心および教育づくりについて
●2012 年度長野県予算案 0.6% 減、8,412 億円である。
東御市への影響はどうか

●市民生活の安全について、4年以内に関東で大地震が
起きる可能性が 70%ある今

●東御市の観光の重点と今後の方向性について
長越修一……………………………………………………
●浅間山麓高地トレーニング構想について
●東御清翔高校について
蓮見喜昭……………………………………………………
●舞台が丘整備事業について

●人口減対策について
若林幹雄……………………………………………………
●「市民目線」に立つという市長の政治姿勢とはどのよ
うなものでしょうか

●効果的な産業育成政策により定住人口増をめざす取り
組みが必要と考えるが

●保育園の統合新設計画はどこまで進んでいるのでしょ
うか
山﨑美喜子…………………………………………………
●舞台が丘公共施設整備事業について
●介護保険「第 5期事業計画」について
櫻井寿彦……………………………………………………
●舞台が丘公共施設整備事業の説明会をどのように捉え
ているか

●上水道の水源林保全の現状と取り組みは
清水新一……………………………………………………
●農林業政策について
●教育関連について
依田政雄……………………………………………………
●活力ある東御市を目指して
●学校・公共施設等の防災機能の強化について
●市民への情報提供について
●実践的防災教育の取り組みについて

員
会
、子
育
て
支
援
課
等
が
分

散
さ
れ
る
。子
ど
も
の
事
に
関

す
る
一
元
化
を
同
じ
フ
ロ
ア
ー

に
置
く
検
討
が
で
き
な
い
か
。

市
長　

未
就
学
児
童
と
就
学
児

童
と
の
指
導
の
連
携
を
図
っ
て

い
く
こ
と
は
重
要
。旧
図
書
館

の
2
階
に
保
育
課
を
配
置
、保

育
現
場
と
学
校
現
場
が
ど
う
つ

な
が
る
か
が
課
題
。限
ら
れ
た

条
件
の
も
と
で
の
課
の
配
置
を

し
た
。

「
お
ら
ほ
の
子
育
て
」を

地
域
で
ど
う
進
め
る
か

問
　
毎
年
、ジ
ュ
ニ
ア
体
験
学

校
を
開
催
し
て
い
る
が
、そ
れ

と
合
わ
せ
て
規
則
正
し
い
生
活

の
リ
ズ
ム
を
体
験
で
き
る
通
学

合
宿
の
実
施
は
で
き
な
い
か
。

生
涯
学
習
部
長　

基
本
的
に
は

地
域
の
事
業
と
し
て
地
区
で
取

り
組
む
こ
と
と
考
え
る
。

A
議
員
の

市
か
ら
の
答えQ問い
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一 般 質 問一 般 質 問

問
　
舞
台
が
丘
整
備
事
業
に

関
す
る
説
明
会
が
市
内
5
地
区

で
行
わ
れ
た
が
行
政
は
ど
の
よ

う
に
総
括
し
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長　

こ
の
説
明
会
で
事

業
の
取
組
、考
え
方
、必
要
性

等
に
つ
い
て
説
明
し
、意
見
を

伺
っ
た
。パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
意
見
も
含
め
、意
見
の
整

理
を
し
、必
要
な
こ
と
、今
で
な

問
　
市
民
生
活
の
安
全
に
つ

い
て
、大
地
震
の
防
災
計
画
は
。

セ
シ
ウ
ム
の
市
独
自
の
調
査
は
。

浅
間
山
の
大
噴
火
、千
曲
川
の

大
洪
水
に
ど
う
対
応
す
る
か
。

総
務
部
長　

セ
シ
ウ
ム
の
測
定

に
つ
い
て
は
県
で
実
施
し
て
い

る
の
で
市
独
自
の
測
定
は
し
な

い
。ど
の
よ
う
な
災
害
で
あ
っ

て
も
対
応
で
き
る
よ
う
職
員
の

問
　
舞
台
が
丘
整
備
事
業
は

市
民
説
明
会
で
市
民
は
納
得
し

た
と
思
っ
て
い
る
の
か
。

市
長　

市
と
し
て
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。そ
れ
以
上
で
も

以
下
で
も
な
い
。

問
　
説
明
だ
け
し
て
あ
と
は

関
知
し
な
い
と
い
う
の
で
は
説

明
責
任
を
果
た
し
た
こ
と
に
な

ら
な
い
。一
昨
年
の
佐
久
市
の

問
　
多
部
制
単
位
制
に
移
行

し
て
一
年
、生
徒
た
ち
の
活
動

と
市
の
取
組
み
状
況
は
。

副
市
長　

今
年
度
の
一
年
生
か

ら
、一
ク
ラ
ス
20
名
前
後
の
6

ク
ラ
ス
編
成
で
ス
タ
ー
ト
し

た
。市
と
高
校
に
お
い
て
、様
々

な
分
野
で
協
力
と
連
携
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
協
定
を

締
結
し
、高
校
と
市
が
一
体
と

け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
を
確

認
、必
要
な
見
直
し
を
行
っ
た

上
で
、事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

問
　
今
後
さ
ら
に
説
明
会
を

開
い
た
り
、市
民
の
意
向
調
査

等
を
行
う
予
定
は
あ
る
か
。

総
務
部
長　

説
明
会
に
つ
い
て

は
再
度
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
長　

意
向
調
査
等
は
混
乱
を

増
す
可
能
性
が
あ
る
の
で
今
回

資
質
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

小
中
学
校
の
安
全
安
心
、

教
育
づ
く
り

問
　
学
校
で
の
安
心
安
全
、教

育
づ
く
り
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
感
染
状
況
と
対
応
。今
年
4

月
よ
り
剣
道
・
ダ
ン
ス
が
中
学

で
必
修
科
目
に
な
る
が
練
習
、

試
合
で
の
安
全
策
は
ど
う
か
。

総
合
文
化
会
館
建
設
の
住
民
投

票
を
見
て
も
ハ
コ
モ
ノ
に
対
す

る
市
民
の
目
は
厳
し
い
。意
向

調
査
を
実
施
す
る
考
え
は
。

市
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
な

じ
ま
な
い
。

問
　
2
年
前
に
行
っ
た
舞
台

が
丘
基
本
構
想
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
あ
る
も
の
を
使
う
、お
金
を

か
け
な
い
、情
報
公
開
し
市
民

な
っ
て
、そ
こ
で
学
ぶ
子
ど
も

た
ち
の
や
る
気
や
可
能
性
を
少

し
で
も
伸
ば
せ
る
よ
う
に
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

舞
台
が
丘
整
備
事
業
に
合
わ

せ
、高
校
施
設
の
再
構
築
と
教

育
環
境
の
向
上
が
図
れ
る
よ
う

支
援
し
て
い
き
た
い
。

市
長　

県
と
市
が
協
力
し
な
が

ら
、よ
り
よ
い
高
校
と
し
て
、地

は
や
ら
な
い
と
説
明
会
で
答
弁

し
た
。そ
の
考
え
は
現
時
点
も

変
わ
ら
な
い
。

人
口
減
対
策
に
つ
い
て

問
　
現
在
市
で
行
っ
て
い
る

空
き
家
バ
ン
ク
、そ
し
て
土
地

開
発
公
社
に
か
か
わ
る
住
宅
団

地
の
販
売
状
況
は
。

総
務
部
長　

空
き
家
バ
ン
ク
に

つ
い
て
空
き
家
提
供
者
に
よ
る

登
録
件
数
は
17
件
、空
き
家
利

用
希
望
者
に
よ
る
登
録
件
数
は

52
件
、そ
の
う
ち
賃
貸
、売
買
等

の
契
約
に
至
っ
た
件
数
は
7
件

で
あ
る
。

　

土
地
開
発
公
社
に
係
る
住
宅

団
地
の
販
売
状
況
は
近
年
販
売

を
開
始
し
た
羽
毛
山
住
宅
団

地
、深
井
住
宅
団
地
は
完
売
。寺

坂
、白
樺
住
宅
団
地
は
区
民
に

説
明
後
、時
価
販
売
を
始
め
て

い
る
。

教
育
部
長　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
1
月
下
旬
か
ら
感
染
が
広
が

り
、こ
れ
ま
で
に
14
学
級
が
閉

鎖
さ
れ
た
が
現
在
は
な
い
。今

年
か
ら
中
学
校
に
お
い
て
ダ
ン

ス
と
剣
道
が
必
修
に
な
り
実
施

さ
れ
る
が
準
備
を
し
て
い
る
剣

道
に
つ
い
て
は
事
故
の
な
い
様

す
す
め
て
い
る
。

問
　
東
御
市
の
観
光
の
重
点

と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
。

産
業
建
設
部
長　

23
年
度
の
東

御
市
の
状
況
は
湯
の
丸
43
・
5
万

人（
対
前
年
1
1
3
％
）海
野
宿

21
・
2
万
人（
同
99
％
）、芸
術
村

7
・
1
万
人（
同
1
0
3
%
）
全

体
で
1
0
7
%
。今
後
に
つ
い
て

は
、千
曲
川
の
活
用
な
ど
を
中
心

に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
。

※
24
年
度
県
予
算
案
0.6
%
減

8
4
1
1
億
円
、市
へ
の
影

響
は
ど
う
か
。も
質
問
し
た
。

参
加
で
進
め
る
だ
っ
た
は
ず
だ
。

市
長　

県
あ
が
た・
東
深
井
線
の
延
伸

は
当
初
舞
台
が
丘
と
は
別
に
進

め
て
き
た
。し
か
し
3
・
11
で
新

規
事
業
が
困
難
に
な
っ
た
こ

と
、県
教
委
の
了
解
も
得
ら
れ

国
の
支
援
の
見
通
し
も
つ
い
た

こ
と
で
一
体
の
も
の
と
し
た
。

産
業
育
成
へ
の
取
組
み
は

問
　
雇
用
を
増
や
す
取
り
組

み
が
必
要
だ
。3
年
前
に
工
場

用
地
を
取
得
し
た
日
信
工
業
㈱

の
動
向
は
ど
う
か
。

市
長　

昨
今
の
情
勢
で
3
年
延

期
だ
。中
止
で
は
な
い
。

問
　
ぶ
ど
う
栽
培
農
家
は
高

齢
化
し
て
い
る
。新
規
就
農
者

も
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

市
長　

市
と
し
て
国
、県
に
働

き
か
け
そ
の
結
果
県
の
補
助
金

が
決
ま
っ
た
。支
援
が
必
要
だ

と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
。

域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
高
校

と
し
て
い
く
こ
と
は
、市
民
益

に
か
な
っ
た
事
業
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

浅
間
山
麓
高
地
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
構
想
に
つ
い
て

問
　
現
在
ま
で
の
進
捗
状
況

と
こ
れ
か
ら
の
展
望
は
ど
う

か
。

総
務
部
長　

昨
年
七
月
に
厚
生

連
及
び
小
諸
厚
生
総
合
病
院
、

関
係
企
業
、関
係
市
な
ど
で
構

想
会
議
を
開
催
し
た
。そ
の
後
、

準
備
委
員
会
や
法
人
設
立
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、関
係
市
や
厚
生

連
な
ど
の
役
割
分
担
に
関
し
て

協
議
を
進
め
て
い
る
。

　

当
市
と
し
て
も
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
き
た
い
。

市
長　

長
野
県
観
光
の
目
玉
事

業
と
し
て
、国
に
働
き
か
け
て

い
き
た
い
。

時価での販売を始めた寺坂住宅団地 観光客の増を期待したい海野宿

多部制単位制に移行された東御清翔高校

蓮見　喜昭議員

問答

舞
台
が
丘
整
備
事
業
の

説
明
会
の
総
括
は

必
要
な
見
直
し
後
、

事
業
を
実
施
し
て
い
く

小山　義明議員

問答

大
災
害
時
の
防
災
計
画
は

ど
の
よ
う
な
災
害
で
も
対
応
し
た
い

若林　幹雄議員

問答

市
民
説
明
会
で
説
明
責
任
を

果
た
し
た
と
考
え
る
の
か

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、

そ
れ
以
上
で
も
以
下
で
も
な
い

長越　修一議員

問答

東
御
清
翔
高
校
の
多
部
制
単
位
制

　
一
年
の
歩
み
と
市
の
取
組
み
は

市
内
唯
一
の
高
校
と
し
て

大
き
く
飛
躍
、発
展
に
期
待

市内5カ所で開催された舞台が丘説明会
（北御牧会場）
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一 般 質 問一 般 質 問

問
　
上
田
地
域
定
住
自
立
圏

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
で
も
、効
果
的

な
対
応
策
の
考
え
と
、県
の
防

除
実
施
基
準
の
改
正
案
で
、空

中
散
布
に
お
け
る
住
民
と
の
情

報
を
共
有
し
、意
見
交
換
の
強

化
策
を
盛
っ
て
あ
る
が
、市
の

考
え
は
。

産
業
建
設
部
長　

伐
倒
駆
除
、

樹
幹
注
入
、薬
剤
散
布
が
主
に

問
　
①
講
義
室
、歩ほ

廊ろ
う
は
再
検

討
し
縮
減
す
べ
き
で
あ
る
。

②
県あ
が
た・

東
深
井
線
は
、市
民
益
に

つ
な
が
ら
な
い
が
ど
う
か
。

③
51
億
円
の
事
業
実
施
で
福
祉

や
教
育
、子
育
て
予
算
が
削
ら

れ
る
心
配
は
な
い
か
。

④
東
御
清
翔
高
校
は
県
立
で
あ

る
が
市
が
考
え
る
こ
と
か
。

⑤
市
民
の
納
得
と
合
意
が
得
ら

問
　
人
口
増
加
政
策
の
観
点

か
ら
、定
住
支
援
金
・
出
産
祝
い

金
支
給
制
度
の
創
設
を
。

総
務
部
長　

土
地
分
譲
価
格
を

実
勢
価
格
に
変
更
や
、空
き
家

バ
ン
ク
の
実
施
、魅
力
あ
る
子

育
て
環
境
を
積
極
的
に
行
い
人

口
の
増
加
を
目
指
す
。

市
長　

も
う
し
ば
ら
く（
支
給

制
度
創
設
は
）
時
間
を
頂
き
た

問
　
市
が
考
え
る
整
備
計
画
と

市
民
と
の
思
い
に「
大
き
な
ズ

レ
」が
あ
っ
た
様
に
思
え
た
が
。

市
長　

そ
の
よ
う
な
雰
囲
気
だ

と
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

問
　
高
校
へ
の
建
物
補
償
は

9
億
5
千
万
円
と
聞
く
が
、
校

舎
や
体
育
館
な
ど
の
算
定
額
は
。

市
長　

交
渉
中
の
案
件
で
あ

り
、今
回
総
額
で
示
し
た
。

行
わ
れ
て
い
る
が
、低
コ
ス
ト

で
広
域
的
に
効
果
の
あ
る
薬
剤

散
布
が
あ
る
が
、こ
の
方
法
に

は
人
体
や
生
態
系
へ
の
影
響
が

あ
り
、近
隣
市
町
村
と
同
様
に

薬
剤
散
布
で
な
く
、コ
ス
ト
は

か
か
る
が
、確
実
に
効
果
の
見

ら
れ
る
伐
倒
駆
除
を
中
心
に

行
っ
て
い
き
た
い
。

市
長　

県
の
防
除
実
施
基
準

れ
る
説
明
責
任
を
果
た
す
べ
き

で
あ
る
。

総
務
部
長　

①
事
業
内
容
を
精

査
し
て
い
き
た
い
。

②
各
施
設
を
結
び
つ
け
る
た
め

の
大
変
重
要
な
役
割
が
あ
る
。

③
こ
れ
ま
で
以
上
に
財
政
の
安

定
的
運
営
を
進
め
た
い
。

④
市
内
唯
一
の
高
校
の
教
育
環

境
を
ハ
ー
ド
面
も
整
備
で
き

い
、当
面
は
他
で
頑
張
り
た
い
。

学
校
・
公
共
施
設
等
の
防

災
機
能
の
強
化
を

問
　
地
域
の
避
難
場
所
と
し

て
の
学
校
・
公
共
施
設
等
の
備

蓄
倉
庫
の
確
保
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

備
蓄
倉
庫
は
、東

御
消
防
署
及
び
第
2
体
育
館

で
、簡
易
ト
イ
レ
10
基
、畜
便
袋

問
　
県
あ
が
た・
東
深
井
線
は
、海
野

バ
イ
パ
ス
の
4
倍
の
コ
ス
ト
が

か
か
る
。必
要
性
に
疑
問
の
声

が
多
く
述
べ
ら
れ
て
い
た
。計

画
を
見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

国
が
支
援
す
る
と
い
う

状
況
の
中
で
、道
路
計
画
を
進

め
る
こ
と
が
市
民
益
に
か
な
う
。

問
　
国
の
財
政
は
危
機
的
な

状
況
に
あ
る
。舞
台
が
丘
整
備

が
改
正
に
な
っ
て
も
、今
の
と

こ
ろ
空
中
散
布
の
考
え
は
な

く
、空
中
散
布
に
関
し
て
、近
隣

の
千
曲
市
で
は
実
施
を
し
、上

田
広
域
の
中
で
は
、上
田
市
が

陳
情
を
受
け
中
止
を
し
て
い
る
。

坂
城
町
も
検
討
中
で
す
。

　

市
と
し
て
は
、調
査
を
し
な

が
ら
検
討
し
た
い
。

有
害
鳥
獣
の
侵
入
防
止
柵

の
設
置
に
つ
い
て
、

問
　
侵
入
防
止
柵
の
設
置
状

況
と
今
後
の
推
進
と
、広
域
的

な
取
り
組
み
は
。

産
業
建
設
部
長　

本
年
度
ま
で

4
地
区
で
5
4
5
m
実
施
24
年

度
で
は
4
地
区
3
9
0
0
m
程

度
を
予
定
し
て
い
る
。

　

広
域
的
に
は
近
隣
の
市
町
村

や
関
係
団
体
と
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

駆
除
に
参
加
し
て
い
る
。

る
。

⑤
市
民
の
意
見
は
、真
剣
に
受

け
と
め
計
画
に
反
映
し
た
い
。

介
護
保
健「
第
5
期
計
画
」は

問
　
新
た
な
総
合
事
業
は
導

入
せ
ず
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

は
、保
障
す
べ
き
で
あ
る
。事
業

計
画
の
策
定
に
高
齢
者
の
生
活

実
態
、介
護
ニ
ー
ズ
、住
民
要
求

は
、ど
う
反
映
さ
れ
た
の
か
。保

険
料
徴
収
の
多
段
階
化
で
、低

所
得
者
の
負
担
軽
減
を
す
べ
き

で
あ
る

健
康
福
祉
部
長　

予
防
と
給
付

の
バ
ラ
ン
ス
を
見
極
め
、今
後

検
討
し
た
い
。短
期
入
所
な
ど

の
充
実
の
要
望
に
応
え
、50
床

余
り
の
増
床
計
画
で
あ
る
。介

護
予
防
事
業
は
、運
動
機
能
向

上
の
教
室
の
充
実
を
図
る
。多

段
階
は
、全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を

見
極
め
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

6
0
0
個
携
帯
ト
イ
レ
50
個
、

消
防
で
発
電
機
と
照
明
等
の

セ
ッ
ト
で
50
セ
ッ
ト
を
備
蓄
し

て
い
る
。

市
民
へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て

問
　
北
御
牧
地
区
有
線
放
送

機
能
が
全
て
終
了
す
る
が
、市

民
へ
の
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
。

総
務
部
長　

F
M
放
送
が
情
報

伝
達
手
段
と
し
て
有
効
で
あ
り
、

24
年
度
に
お
い
て
送
信
所
の
整

備
で
、基
本
的
に
は
、市
内
居
住

地
で
の
送
信
エ
リ
ア
が
整
う
。

実
践
的
防
災
教
育
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

問
　
文
科
省
が
予
定
し
て
い

る
実
践
的
防
災
教
育
総
合
支
援

事
業
を
活
用
し
て
防
災
教
育
の

推
進
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

教
育
部
長　

通
知
が
あ
っ
た

ら
、検
討
し
て
行
く
。

計
画
に
51
億
円
投
資
の
妥
当
性

が
見
え
て
こ
な
い
。整
備
方
法

を
グ
ッ
ド
、ベ
タ
ー
、ベ
ス
ト
に

分
類
し
た
と
き
、市
民
は
何
を

望
ん
で
い
る
と
考
え
る
か
。

市
長　

ベ
ス
ト
を
選
択
す
べ
き

だ
と
考
え
る
。

問
　
今
回
の
説
明
会
で
一
番

大
切
な
こ
と
は
、市
か
ら
示
さ

れ
た
内
容
が
市
民
に
理
解
さ
れ

た
か
で
あ
る
。市
民
の
意
見
は

ど
の
様
に
反
映
す
る
か
。

市
長　

一
つ
一
つ
真
剣
に
受
け

止
め
、意
見
が
計
画
に
ど
の
様

に
反
映
が
可
能
か
を
考
え
、市

民
の
理
解
を
得
て
参
り
た
い
。

上
水
道
の
水
源
林
保
全
の

取
り
組
み
は

問
　
水
道
水
源
で
民
有
地
に

依
存
し
て
い
る
箇
所
は
あ
る
か
。

上
下
水
道
局
長　

5
か
所
あ
る
。

水
源
保
全
対
策
を
考
え
て
い
く
。

有害鳥獣防護柵の設置状況

道路と駐車場に計画されている東御清翔高校

急ピッチで工事が進む市庁舎と新図書館

清水　新一議員

問答

松
く
い
虫
防
除
の効

果
的
な
対
応
策
は

被
害
木
の
伐
採
と
薬
剤
の

樹
幹
注
入
を
続
け
て
進
め
た
い

山﨑　美喜子議員

問答

舞
台
が
丘
計
画
は
市
民
の
納
得
と

合
意
が
得
ら
れ
る
説
明
を

市
民
の
意
見
は
真
剣
に
受
け
と
め

計
画
に
反
映
し
た
い

依田　政雄議員

問答

人
口
増
加
へ
定
住
支
援
金
・
出
産

祝
い
金
支
給
制
度
の
創
設
を

し
ば
ら
く
時
間
を
頂
き

当
面
は
他
の
支
援
で
頑
張
る

櫻井　寿彦議員

問答

市
道
県
・
東
深
井
線
の

延
伸
計
画
を
見
直
す
考
え
は

国
の
支
援
で
計
画
を

進
め
る
こ
と
が
市
民
益
に
か
な
う

ありがとう、北御牧地区有線放送。3月31日終了
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問
　
開
館
時
間
は
6
時
30
分

ま
で
だ
が
、十
分
と
言
え
る
か
。

答　

学
生
の
利
用
時
間
の
兼

ね
合
い
を
考
え
て
い
る
。

問
　
ゲ
ー
ト
が
2
階
、3
階
に

あ
る
が
管
理
は
。図
書
館
駐
車

場
の
障
が
い
者
用
の
屋
根
は
あ

る
か
。

答　

2
階
に
職
員
は
2
名
必

要
。車
い
す
用
の
駐
車
場
は
、南

側
、東
側
か
ら
ア
ク
セ
ス
も
可

能
。屋
根
も
必
要
と
考
え
る
。

　

滋
野
地
区
保
育
園
は
大
石
の

水
道
の
配
水
池
の
南
側
に
建
設

さ
れ
ま
す
。現
在
造
成
工
事
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。建
物
は
木

造
平
屋
建
、園
舎
は
延
べ
床
面

積
1
2
8
5
・
５
８
㎡
、工
事
費

は
3
億
5
5
0
0
万
円
の
予
定

で
す
。敷
地
面
積
は
5
8
2
3
・

０
２
㎡
。今
回
駐
車
場
と
植
栽

の
部
分
が
7
0
0
㎡
追
加
に
な

る
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

海
野
宿
の
旧
大
熊
邸
は
、海

野
宿
滞
在
型
交
流
施
設
と
し
て

改
修
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
に
設
計
監
理
委
託

が
始
ま
り
、平
成
25
年
に
完
成

予
定
で
、宿
泊
施
設
・
1
階
・
2

階
に
レ
ス
ト
ラ
ン
、休
憩
ギ
ャ

ラ
リ
ー
が
予
定
さ
れ
、延
べ
床

面
積
5
0
6
・
9
㎡
。事
業
概
算

　

和
地
区
保
育
園
に
つ
い
て
も

こ
れ
ま
で
の
事
業
経
過
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

問
　
和
地
区
保
育
園
の
事
業

の
提
示
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

答　

農
振
除
外
に
向
け
て
こ

れ
か
ら
詰
め
て
い
く
。
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
設
計
を
も
ら
っ
て
い

る
状
況
、そ
の
後
実
施
設
計
と

な
る
。

く
り
」を
基
本
理
念
に
、未
来
を

育
む
」「
市
民
と
の
協
働
」な
ど

の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
た
も

の
で
す
。

　

本
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定

の
新
図
書
館
の
運
営
内
容
案
が

提
示
さ
れ
ま
し
た
。「
出
会
い
を

楽
し
む
学
び
と
創
造
の
拠
点
づ

新
図
書
館
の
運
営
に
つ
い
て

舞台が丘公共施設整備事業の説明会が2月1日から
8日にかけ５地区で開かれ、519名の市民の皆さ

んが参加をし、52名の方から質問が出され活発な議論
が展開されました。

「舞台が丘市民説明会」活発に議論

保
育
園
の
建
設
状
況
に
つ
い
て

海
野
宿
滞
在
型
交
流
施
設
の
概
要
に
つ
い
て

被
災
地
支
援
の
継
続
に
つ
い
て

予
定
額
は
2
億
6
7
0
0
万
円

で
す
。

問
　
客
室
2
室
で
最
大
宿
泊

者
数
は
。宿
泊
費
は
。

答　

各
室
4
名
で
最
大
は
8

名
。宿
泊
費
は
1
万
7
千
円（
夕

食
8
千
円
、宿
泊
9
千
円
）。

問
　
借
り
手（
担
い
手
）
の
意

見
が
入
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ

る
が
。

答　

前
述
の
値
段
は
平
均
的

な
も
の
で
設
計
し
て
い
る
。公

共
施
設
で
も
あ
る
の
で
一
定
の

条
件
が
あ
る
。

問
　
経
営
形
態
は
。

答　

文
化
庁
と
協
議
中
だ
。

問
　
予
算
の
概
算
が
出
た
が

国
の
補
助
金
は
。

答　

国
庫
補
助
は
2
分
の
1

で
備
品
は
市
の
負
担
と
な
る
。

問
　
36
席
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の

運
営
は
大
変
で
は
な
い
か
。

答　

コ
ン
サ
ル
と
協
議
し
た

中
で
は
運
営
は
可
能
だ
。興
味

の
あ
る
会
社
も
数
社
あ
る
。

　

現
在
、東
日
本
大
震
災
に
見

舞
わ
れ
た
東
北
の
県
か
ら
来

ら
れ
、東
御
市
で
生
活
さ
れ
て

い
る
方
々
に
、被
災
地
支
援
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。そ
の
う
ち
、

支
援
が
終
了
し
た
項
目
も
あ
り

ま
す
が
、就
職
支
援
、住
宅
の

あ
っ
せ
ん
に
関
す
る
支
援
な

ど
、ほ
と
ん
ど
の
支
援
項
目
は

継
続
さ
れ
ま
す
。

問
　
現
在
何
人
の
被
災
者
が

問
　
こ
の
経
営
は
厳
し
い
と

思
う
が
自
信
を
持
っ
て
進
め
ら

れ
る
の
か
。

答　

自
信
を
持
っ
て
進
め
た

い
。年
間
20
万
人
の
来
客
に
対

し
実
施
し
て
行
き
た
い
。
月

2
0
0
〜
2
5
0
万
円
の
売
り

上
げ
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

問
　
初
め
に
は
地
域
と
の
交

流
の
話
が
あ
っ
た
が
。

答　

基
本
的
に
は
地
元
の
人

達
の
施
設
で
は
な
い
。交
流
の

仕
方
は
多
様
だ
が
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
な
ど
を
利
用
し
て
地
域
交

流
を
考
え
た
い
。

お
ら
れ
る
の
か
。

答　

12
世
帯
33
名
だ
。

問
　
永
住
の
意
思
表
示
は
あ

る
の
か
。

答　

意
思
確
認
は
し
て
い
な

い
。4
世
帯
の
方
が
住
民
登
録

を
さ
れ
て
い
る
。

問
　
支
援
の
継
続
は
い
つ
ま

で
か
。

答　

来
年
3
月
末
ま
で
だ
。

問
　
平
成
24
年
度
介
護
保
険

の
保
険
料
の
改
定
は
。

答　

住
民
税
世
帯
課
税
で
本

人
が
非
課
税
の
基
準
額
は
、年

額
5
万
9
1
0
0
円
で
、前
期

分
よ
り
8
2
0
0
円
の
増
額

だ
。保
険
料
の
軽
減
策
と
し
て
、

県
の
財
政
安
定
化
基
金
の
取
り

崩
し
、介
護
保
険
支
払
基
金
の

取
り
崩
し
を
行
う
。

　
＊
以
上
の
ほ
か
福
祉
計
画
、男

女
共
同
参
画
基
本
計
画
、後

期
高
齢
者
医
療
保
険
の
改
定

な
ど
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

追って
話題を

●なぜ25億円が51億円になったのか。　
●15億円をかけ県

あがた
・東深井線を建設する必要

性があるのか。
●県立高校の建て替えに、なぜ市のお金を出さ
なければならないのか。
●立体駐車場など考えられないか。
●講義室をつくらなくても地区の公民館は活
用できないのか。
●市民の意向調査を行ってほしい。
●市の財政は大丈夫か。
　市民のための「舞台が丘整備」とは何か、議
会としても十分な議論をして行く必要性を感
じた説明会でありました。

主な質問として

PCコーナー5席

ブラウジングコーナー

カウンター

事務室

おはなし
コーナー

展示架

ソ
フ
ァ

レファレンス

ゲート

閲覧席

雑誌架
ソファ一体型書架

一般閲覧席児童閲覧席

子ども用紙芝居架

ベンチ

絵本・児童書 一般書

東館3階

保
険
料
改
定
に

つ
い
て

▼滋野地区会場の様子

新
図
書
館
は
3
層
構
造
で
1
階
に
は
郷
土
行
政

資
料・
休
憩
コ
ー
ナ
ー
、2
階
に
は
多
目
的
研
修

室
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

（注）



2012年5月1日　東御市議会だより33号 平成24年5月1日　東御市議会だより33号   1819

　
市
の
財
政
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
、む
ず
か
し
い
と

い
う
声
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
ご
家
庭
の
家
計
簿
に
な
ぞ
ら
え
て
考
え
て

み
ま
す
。

　平成24年度の一般会計予算（145億5,500万円）を
月収27万円（平成22年度長野県内の勤労者の平均賃金
273,990円）の家計に置き換えてみました。
　収入で目立つのはなんと言っても祖父母からの仕送りで
す。給料は二番目です。借入金が多い事も目につきます。
　支出では、家族などへの仕送り、家や庭の建築改修が多く
なっています。これに対し、直接生活にかかわる食費、医療
費、光熱費、車修理代は42.7％を占めています。ローン返済
は支出の1割となっています。

東御市の予算を「家計」にたとえると？
？

東
御
市
の
ふ
と
こ
ろ
事
情

Q

特集

A＆
議 会議 会

ぎかい

そこが
聞きた

い！

東御さんちの
　「家計簿」

東御市の予算では… ご家庭にたとえると… 金　　額
①【市税】25.8%
　市民税や固定資産税など

給料 69,660円（自主収入）

②【使用料・手数料・分担金・諸収入・
財産収入】6.9%

　市の施設の使用料や住民票の写しの交付
手数料など

パート収入 18,630円（自主収入）

③【地方交付税など】45.5%
　国の税金や県からもらったお金など

祖父母からの仕送り 122,850円（依存収入）

④【市債】16.3%
　国や銀行から借りたお金

借入金 44,010円（依存収入）

⑤【繰入金】5.2%
　市の貯金から引き出したお金

貯金のとりくずし 14,040円（自主収入）

⑥【繰越金】0.3%
　昨年度残ったお金 繰越金 810円（自主収入）

自主収入　38.2%
依存収入　61.8%

103,140円
166,860円

東御さんちの１ケ月の収入合計 270,000円

東御市の予算では… ご家庭にたとえると… 金　　額
①【人件費】14.7%
市職員の人件費や議員報酬など

食費 39,690円

②【扶助費】12.1%
　生活保護、障がい者支援、医療費助成など、

福祉に使うお金
医療費 32,670円

③【物件費など】15.3%
　光熱水費や業務委託料など

光熱費などの雑費 41,310円

④【維持補修費】0.6%
　施設維持、修善等など

車などの修理代 1,620円

⑤【他会計への繰り出し金】23.4%
　上下水道事業、病院事業、介護保険など他

の会計繰り出し金・補助費
家族などの仕送り 63,180円

⑥【公債費】9.6%
　公共施設整備などのために借りた市債の

元金、利子の償還に必要なお金
ローン返済 25,920円

⑦【普通建設事業費】16.7%
　道路や学校など、公共施設の新築・改修に

必要なお金
家や庭の建築、改修 45,090円

⑧【貸付金など】2.0%
　福祉や地域振興のために貸すお金

貸し付けなど 5,400円

⑨【積立金】2.6% 貯金 7,020円
⑩【投資及び出資金】2.7% 友人への援助・融資 7,290円
⑪【予備費】0.3% 手元現金 810円

東御さんちの１ケ月の支出合計 270,000円

東御さんちの収入は…

東御さんちの支出は…

東御市民１人当たりに使われる予算は…

？

障がい者福祉、児童福祉、
高齢者福祉、生活保護な
どに必要なお金

公共施設整備などの
ために借りた市債の
償還に必要なお金

舞台が丘整備事業費や企
画、選挙、広報、戸籍住民
事務などに必要なお金

学校教育・社会教育の振興、
文化財保護、文化・スポーツ
の振興などに必要なお金

道路、公園、市営住宅の
建設・管理などに必要
なお金

健康増進、母子保健、廃棄
物処理、公害対策などに
必要なお金

農林水産業の振興
に必要なお金

消防や防災事業な
ど、市民の安全のた
めに必要なお金

観光事業や商
工業の振興に
必要なお金

民生費…129,645円 公債費…43,558円 総務費…87,702円

教育費…38,909円 土木費…61,348円 衛生費…34,870円

農林水産業費…14,668円 消防費…14,539円 商工費…23,302円
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若
林
　
幹
雄

蓮
見
　
喜
昭

土
屋
　
伸
吉

阿
部
貴
代
枝

櫻
井
　
寿
彦

依
田
　
俊
良

依
田
　
政
雄

長
越
　
修
一

栁
澤
　
旨
賢

資源保護のため、リサイクルしやすい
大豆油インクを使用しています。

切
、
市
全
体
を
一
つ
に
考
え
て
、
防

災
、
震
災
の
拠
点
に
す
る
た
め
中
央
に

集
中
さ
せ
る
と
い
う
事
で
し
た
。
ま
た

「
お
ら
ほ
の
子
育
て
を
地
域
で
ど
う
進

め
る
か
」
の
質
問
に
対
し
て
、
市
側
か

ら
子
育
て
支
援
の
連
携
の
た
め
、
子
育

て
関
係
を
一
つ
の
場
所
に
ま
と
め
て
業

務
し
や
す
い
様
に
計
画
の
変
更
を
し
た

と
の
事
で
し
た
。

　

私
は
、
こ
の
一
月
、
茅
野
市
の

「
C
H
U
K
O
ら
ん
ど
チ
ノ
チ
ノ
」
、

「
0
1
2
3
広
場
」
の
二
つ
の
施
設
を

見
学
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
中
学

生
や
高
校
生
世
代
の
居
場
所
と
し
て
、

そ
れ
を
応
援
す
る
市
民
が
話
し
合
い
な

が
ら
建
設
さ
れ
た
施
設
と
、
0
1
2
3

才
を
中
心
と
し
て
就
園
前
の
子
供
と
子

育
て
中
の
親
同
士
の
出
会
い
の
場
の
施

設
で
し
た
。
い
ず
れ
も
充
実
し
た
内
容

の
理
想
の
建
物
で
し
た
。
閉
店
し
た
デ

パ
ー
ト
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
そ
う
で

す
。
ま
さ
に
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
思

い
ま
し
た
。

　

実
際
に
傍
聴
し
質
疑
応
答
を
紙
面
に

な
い
と
こ
ろ
も
聞
く
事
が
出
来
、
違
っ

た
角
度
か
ら
の
意
見
を
知
る
事
が
大
変

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
行
政

側
、
議
会
側
の
皆
様
の
全
力
投
球
さ
れ

て
い
る
姿
勢
を
前
に
し
て
、
市
民
の
ひ

と
り
と
し
て
よ
り
よ
い
東
御
市
づ
く
り

に
少
し
で
も
協
力
出
来
た
ら
と
感
じ
ま

し
た
。

　

久
し
振
り
に
議
会
傍
聴
を
し
ま
し

た
。
庁
舎
改
築
の
た
め
旧
北
御
牧
村
役

場
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
合
併
後

は
、
使
用
さ
れ
る
事
も
余
り
な
い
の
で

し
ょ
う
が
立
派
な
会
議
場
も
そ
の
ま
ま

残
っ
て
い
て
惜
し
ま
れ
る
気
も
し
ま

す
。

　

ミ
ニ
議
会
や
子
供
の
模
擬
議
会
に
体

験
出
来
れ
ば
雰
囲
気
も
最
高
な
の
で
は

と
思
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
一
般
質
問
が
あ
り
、
私
は

一
時
間
半
程
し
か
傍
聴
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
「
災
害
に
対
す
る
防
災
の
強

化
」
に
関
し
て
の
質
問
が
さ
れ
ま
し

た
。

　

昨
年
三
月
東
日
本
大
震
災
の
後
だ
け

に
、
日
本
中
の
市
町
村
で
は
、
災
害
時

の
避
難
を
改
め
て
再
検
討
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

東
御
市
で
も
、
「
舞
台
が
丘
公
共
施

設
整
備
」
の
構
想
に
も
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

市
側
か
ら
の
回
答
で
は
、
五
地
区
そ

れ
ぞ
れ
自
分
達
で
身
を
守
る
の
が
大

後藤　通子 さん
（東町区）

　

近
年
は
、異
常
気
象
の
せ
い
か
、春
と
秋
が
短
く
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
だ
と
い
う
学
者
も
い
ま
す
が
、氷
河
期

の
始
ま
り
だ
と
言
う
学
者
も
い
て
、地
球
は
ど
う
な
る
の

か
と
心
配
で
す
。

　

気
温
が
1
度
違
う
と
、距
離
が
1
0
0
㎞
違
い
ま

す
。も
し
、気
温
が
1
度
上
が
っ
た
と
し
た
ら
、経
緯
が

1
0
0
㎞
下
が
っ
た
と
一
緒
な
の
で
、東
京
は
、1
0
0

年
で
5
度
気
温
が
上
が
っ
て
い
る
の
で
、今
の
東
京
の
温

度
は
1
0
0
年
前
の
鹿
児
島
と
同
じ
気
温
だ
そ
う
で

す
。

　

人
間
に
と
っ
て
の
1
度
や
2
度
程
度
、上
が
っ
た
り
下

が
っ
た
り
し
て
も
大
し
て
生
活
な
ど
に
困
り
も
し
ま
せ
ん

が
、植
物
や
そ
の
他
の
生
物
に
と
っ
て
、1
度
の
違
い
と
い

う
の
は
、と
て
も
重
要
な
も
の
で
す
。

　

単
純
に
、気
温
が
上
が
っ
て
き
て
、ブ
ド
ウ
の
適
地
だ

と
喜
ん
で
ば
か
り
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

日
本
で
は
、地
震
、火
山
噴
火
、台
風
、温
帯
低
気
圧
に

よ
る
風
水
害
、高
潮
、地
す
べ
り
、山
崩
れ
、か
ん
ば
つ
、冷

害
な
ど
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
や
す
い
自
然
条
件
下
に

あ
り
ま
す
。市
と
し
て
も
い
ろ
い
ろ
な
想
定
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

ご 意 見 ご 感 想
　市議会だよりについて、ご意見・
ご感想また、市議会へのご意見・ご
要望もお受けしていますので、下記
までお寄せください。

依
田
　
俊
良
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私の一言

議会傍聴へようこそ
明日の東御市を拓く市議会◆あなたも参加しませんか… 第2回定例会における一般質問は

6月に予定されています。


